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一
九
四
五
年
一
月

四
月

空
襲
と
疎
開
、
そ
の
な
か
で
書
き
続
け
る
と
い
う
こ
と
／
滝
口
明
祥

「
月
刊
東
奥
」
一
月
号
の
「
自
著
を
語
る
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
「
日
本
文
学
の
伝
統
に
根
ざ
す
も
の
」

で
太
宰
は
、『
晩
年
』「
以
来
今
日
迄
の
著
書
と
云
え
ば
二
十
に
余
る
の
で
す
が
、
短
編
集
で
は
『
千
代
女
』

『
東
京
八
景
』
長
篇
で
は
『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
や
新
日
本
文
藝
叢
書
の
『
右
大
臣
実
朝
』『
正
義
と
微
笑
』、

新
潮
社
の
昭
和
名
作
選
集
『
富
嶽
百
景
』
な
ど
が
受
け
た
や
う
で
し
た
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
道
の

り
を
振
り
返
る
。
ま
た
、
近
刊
の
『
津
軽
』
や
刊
行
予
定
の
『
新
釈
諸
国
噺
』
を
挙
げ
、「
今
迄
の
日
本
の

文
学
の
伝
統
は
ど
つ
ち
か
と
云
ふ
と
や
は
り
欧
米
第
一
主
義
で
し
た
が
、
日
本
文
学
に
は
日
本
文
学
と
し

て
の
他
の
追
従
を
許
さ
な
い
よ
さ
が
あ
る
の
で
す
。
日
本
文
学
の
伝
統
に
根
ざ
し
た
も
の

其
処
に

私
の
目
標
を
置
い
て
行
き
た
い
と
考
へ
て
ゐ
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
太
宰
の
本
心

と
受
け
取
る
こ
と
は
ナ
イ
ー
ブ
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
厳
し
い
検
閲
と
悪
化
す
る
出
版
事
情
の
も

と
で
、
そ
れ
で
も
著
作
を
刊
行
し
て
い
こ
う
と
す
る
作
家
の
し
た
た
か
な
戦
略
を
こ
そ
見
る
べ
き
な
の
だ
。

実
際
、
悪
化
す
る
情
勢
の
中
で
も
太
宰
は
精
力
的
に
執
筆
を
継
続
し
て
い
る
。
一
月
二
十
七
日
付
で

『
新
釈
諸
国
噺
』
が
生
活
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
頃
、
太
宰
は
す
で
に
『
惜
別
』（
朝
日
新
聞
社
）

の
執
筆
に
勤
し
ん
で
い
た
。
二
月
初
め
に
太
宰
の
愛
読
者
で
あ
っ
た
竹
内
好
か
ら
『
魯
迅
』（
一
九
四
四
・

一
二
、
日
本
評
論
社
）
が
送
ら
れ
て
き
た
が
、
太
宰
は
そ
れ
に
よ
っ
て
『
惜
別
』
の
構
想
を
大
幅
に
変
更

す
る
必
要
は
認
め
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
同
じ
月
の
二
〇
日
頃
に
は
脱
稿
し
て
い
る
。
だ
が
、
ま
す
ま
す

厳
し
さ
を
増
す
戦
局
の
な
か
で
、
刊
行
は
戦
後
の
九
月
に
ま
で
ず
れ
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、

『
魯
迅
』
刊
行
時
に
す
で
に
戦
地
に
い
た
竹
内
が
太
宰
の
『
惜
別
』
を
読
み
、
深
く
失
望
す
る
の
は
、
一

九
四
六
年
六
月
の
帰
国
後
の
こ
と
だ
。

一
九
四
五
年
に
入
る
と
、
出
版
界
に
も
よ
り
一
層
、
戦
局
の
影
響
が
出
始
め
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一

九
四
四
年
に
解
散
し
た
改
造
社
か
ら
河
出
書
房
に
買
い
取
ら
れ
た
「
文
藝
」
は
Ａ
判
の
用
紙
が
確
保
で
き
ず
、

一
月
号
か
ら
判
型
を
Ｂ
６
判
に
変
更
し
て
い
る
。
ま
た
、「
文
藝
春
秋
」
も
表
紙
を
二
色
刷
り
か
ら
一
色
刷

り
に
し
、
表
紙
に
は
イ
ラ
ス
ト
で
は
な
く
目
次
を
刷
り
込
む
と
い
う
創
刊
当
時
の
ス
タ
イ
ル
に
戻
っ
て
い

滝口明祥

【
戦
局
】

▼
1
月

・
米
英
ソ
が
ヤ
ル
タ
で
会
談
。

▼
3
月

・
東
京
大
空
襲
。

・
米
軍
、
硫
黄
島
を
制
圧
。

▼
4
月

・
米
軍
、
沖
縄
本
島
に
上
陸
。

・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
死
去
、
ト
ル
ー
マ
ン
新
大

統
領
就
任
。

・
沖
縄
に
向
か
っ
て
い
た
戦
艦
大
和
が
撃
沈

さ
れ
る
。

・
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
銃
殺
。

・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
自
殺
。
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る
。
刊
行
が
予
定
通
り
い
か
ず
、
遅
れ
る
雑
誌
も
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
一
月
号
は
一
二
月
に

出
る
の
が
普
通
だ
っ
た
の
に
、
も
は
や
二
月
に
な
ろ
う
と
す
る
頃
に
一
月
号
が
出
る
と
い
う
事
態
が
起
き

始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
創
作
活
動
に
励
ん
で
い
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
太
宰
だ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
前
年
に
東
京
帝
国
大
学
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
三
島
由
紀
夫
が
そ
う
だ
。
一
月
一
〇
日
か
ら

勤
労
動
員
で
群
馬
県
の
飛
行
機
工
場
に
配
属
さ
れ
た
三
島
は
、
そ
の
工
場
の
総
務
課
で
暇
を
持
て
余
し
、

「
中
世
」
の
執
筆
に
専
念
し
た
。
二
月
初
旬
の
「
擱
筆
直
後
に
赤
紙
が
来
た
と
き
は
、
神
々
が
私
に
形
見

と
な
る
作
品
を
書
か
せ
る
た
め
に
、
召
集
直
前
に
完
成
さ
せ
て
下
す
つ
た
か
、
と
い
ふ
、
大
そ
う
大
袈
裟

な
感
想
を
持
つ
た
。
そ
の
せ
ゐ
か
、
こ
れ
は
私
の
小
説
の
な
か
で
は
め
づ
ら
し
く
暗
い
小
説
で
あ
る
。
し

か
し
神
々
は
も
つ
と
皮
肉
な
ど
ん
で
ん
が
へ
し
を
用
意
し
て
ゐ
て
、
赤
紙
の
結
果
は
、
軍
医
の
つ
ま
ら
な

い
誤
診
に
よ
る
即
日
帰
郷
と
い
ふ
滑
稽
な
結
末
に
な
つ
た
」（
三
島
由
紀
夫
「
あ
と
が
き
」、『
三
島
由
紀
夫

作
品
集
５
』
一
九
五
四
・
一
、
新
潮
社
）。
そ
の
後
、
三
島
は
「
文
藝
」
を
編
集
し
て
い
た
野
田
宇
太
郎
と

知
り
合
い
、
三
月
に
野
田
を
介
し
て
第
一
著
作
集
の
『
花
ざ
か
り
の
森
』（
一
九
四
四
・
一
〇
、
七
丈
書

院
）
を
川
端
康
成
に
献
呈
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
野
重
治
は
後
に
『
鷗
外
そ
の
側
面
』（
一
九
五
二
・
六
、
筑
摩
書
房
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る

「「
独
逸
日
記
」
に
つ
い
て
」
や
「
し
げ
女
の
文
体
」
な
ど
を
二
月
に
発
表
し
て
い
る
。
す
で
に
鷗
外
論
を

ま
と
め
て
筑
摩
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
る
計
画
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
終
戦
や
戦
後
の
混
乱
の
な
か

で
な
か
な
か
書
き
進
め
ら
れ
ず
、
実
際
の
刊
行
は
七
年
後
に
な
っ
た
。

同
じ
二
月
に
、
戦
争
詩
で
有
名
だ
っ
た
大
木
惇
夫
が
大
東
亜
戦
争
詩
集
の
第
二
輯
『
雲
と
椰
子
』
を
刊

行
し
て
い
る
。
そ
の
大
木
の
編
纂
で
や
は
り
二
月
に
出
版
さ
れ
た
の
が
、
一
兵
士
だ
っ
た
吉
田
嘉
七
が
戦

地
で
書
い
た
『
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
戦
詩
集
』
で
あ
る
。
鶴
見
俊
輔
が
言
う
よ
う
に
、「
こ
の
文
章
が
、
戦
争
の

後
半
、
も
は
や
こ
の
戦
争
に
た
や
す
く
勝
つ
見
こ
み
が
な
い
と
わ
か
っ
た
日
々
に
、
兵
士
と
し
て
自
分
も

ま
た
呼
び
出
さ
れ
る
時
を
待
つ
若
い
人
び
と
に
与
え
た
影
響
は
ふ
か
」
か
っ
た
だ
ろ
う
（「
解
説
」、『
昭
和

太宰治と戦争1941-1945

【
社
会
】

▼
１
月

・
東
海
地
方
に
大
地
震
。

▼
２
月

・
日
本
新
聞
会
解
散
し
、
日
本
新
聞
公
社
設

立
。

▼
３
月

・
国
民
勤
労
動
員
令
公
布
。

・
三
木
清
、
検
挙
さ
れ
る
。

▼
４
月

・
小
磯
内
閣
総
辞
職
、
鈴
木
貫
太
郎
が
新
し

い
首
相
と
な
る
。
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戦
争
文
学
全
集
５
』
一
九
六
四
・
一
二
、
集
英
社
）。
そ
の
一
端
は
、
井
上
光
晴
が
戦
後
に
書
い
た
小
説

「
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
戦
詩
集
」（「
新
日
本
文
学
」
一
九
五
八
・
五
）
に
よ
っ
て
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
月
六
日
に
は
、
治
安
維
持
法
違
反
で
検
挙
さ
れ
て
い
た
高
倉
テ
ル
が
警
視
庁
か
ら
逃
亡
す
る
と
い
う

事
件
が
起
き
て
い
る
。
同
月
二
一
日
に
高
倉
は
再
び
検
挙
さ
れ
る
が
、
逃
亡
中
の
高
倉
を
か
く
ま
っ
た
と

し
て
三
木
清
も
検
挙
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
三
木
は
戦
争
が
終
わ
っ
て
も
獄
中
に
留
め
お
か
れ
、
九
月
二

六
日
に
死
亡
し
て
い
る
。

す
で
に
東
京
に
お
い
て
も
本
格
的
な
空
襲
が
珍
し
く
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
三
月
一
〇
日
の
東
京
大
空

襲
の
被
害
は
ひ
と
き
わ
甚
大
だ
っ
た
。
Ｂ
２
９
一
五
〇
機
か
ら
焼
夷
弾
約
二
〇
万
個
が
落
と
さ
れ
、
下
町

一
帯
が
大
火
災
と
な
り
、
赤
く
燃
え
た
空
は
太
宰
宅
が
あ
っ
た
三
鷹
か
ら
も
よ
く
見
え
た
と
い
う
。
朝
に

な
っ
て
、
吉
祥
寺
の
自
宅
か
ら
野
田
宇
太
郎
が
、
依
頼
し
て
い
た
原
稿
を
受
け
取
る
た
め
に
太
宰
宅
を
訪

ね
て
き
た
。
野
田
は
、
河
出
書
房
は
焼
け
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
た
と
え
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、「
文

藝
」
は
刊
行
す
る
つ
も
り
だ
、
と
太
宰
に
告
げ
た
（
野
田
宇
太
郎
『
灰
の
季
節
』
一
九
五
八
・
五
、
修
道

社
）。
そ
し
て
野
田
は
中
央
線
に
乗
っ
て
河
出
書
房
に
向
か
う
が
、
中
央
線
は
市
ヶ
谷
ま
で
し
か
運
転
し

て
い
な
い
。
手
前
の
四
谷
で
下
車
し
、
新
宿

日
比
谷
間
だ
け
都
電
が
通
じ
て
い
る
と
い
う
の
で
、
そ
れ

で
日
比
谷
に
出
て
、
日
本
橋
ま
で
歩
い
た
。
そ
こ
は
ま
だ
至
る
と
こ
ろ
で
火
が
燃
え
燻
ぶ
っ
て
お
り
、
空

襲
前
の
風
景
と
は
一
変
し
て
い
た
と
言
う
。
も
ち
ろ
ん
、
河
出
書
房
の
社
屋
も
焼
け
落
ち
て
い
た
。

だ
が
、「
文
藝
」
の
編
集
に
必
要
な
も
の
は
、
野
田
は
全
て
持
ち
歩
い
て
い
た
。「
新
潮
」
や
「
文
藝
春

秋
」
と
い
っ
た
雑
誌
ま
で
が
の
き
な
み
四
月
号
以
降
は
刊
行
が
中
絶
す
る
な
か
、
野
田
の
尽
力
に
よ
っ
て

「
文
藝
」
四
月
号
は
（
発
売
は
五
月
下
旬
に
な
っ
た
が
）
刊
行
さ
れ
、
太
宰
が
野
田
に
手
渡
し
た
「
竹
青
」

も
無
事
そ
れ
に
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

東
京
大
空
襲
が
あ
っ
た
日
、
下
谷
龍
泉
寺
で
罹
災
し
た
弟
子
の
小
山
清
が
太
宰
を
頼
っ
て
や
っ
て
来
た
。

そ
の
小
山
の
勧
め
に
し
た
が
っ
て
、
太
宰
は
妻
子
を
甲
府
に
あ
る
妻
の
実
家
に
疎
開
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

妻
の
津
島
美
知
子
は
、「
こ
の
よ
う
な
事
態
に
当
た
っ
て
、
家
長
で
あ
る
太
宰
は
、
何
一
つ
は
っ
き
り
と
し

滝口明祥

【
文
化
】

▼
１
月

・
成
瀬
己
喜
男
監
督
の
『
勝
利
の
日
ま
で
』

（
東
宝
）
公
開
。

・
野
口
雨
情
没
。

▼
２
月

・
溝
口
健
二
監
督
の
『
名
刀
美
女
丸
』（
松
竹
）

公
開
。

▼
３
月

・
東
京
大
空
襲
に
よ
る
出
版
社
の
被
害
大
き

く
、
多
く
の
雑
誌
が
休
刊
と
な
る
。

▼
４
月

・
長
編
ア
ニ
メ
『
桃
太
郎

海
の
神
兵
』（
松

竹
）
公
開
。

・
佐
々
木
康
監
督
の
『
乙
女
の
ゐ
る
基
地
』

（
松
竹
）
公
開
。

・
田
村
俊
子
没
。
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た
判
断
も
下
さ
ず
、
意
見
も
出
さ
ず
、
小
山
さ
ん
の
言
う
が
ま
ま
に
進
退
を
き
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、

お
も
し
ろ
く
な
く
」、「
小
山
さ
ん
が
狭
い
わ
が
家
に
闖
入
し
て
き
た
た
め
に
追
い
出
さ
れ
る
よ
う
な
気
も

し
」
た
と
回
想
し
て
い
る
（『
回
想
の
太
宰
治
』
一
九
七
八
・
五
、
人
文
書
院
）。

三
月
末
に
太
宰
は
妻
子
を
甲
府
に
送
っ
て
い
っ
た
。
三
月
一
四
日
に
妻
の
母
が
亡
く
な
り
、
妻
の
弟
の

石
原
明
は
軍
務
で
家
を
離
れ
て
い
た
た
め
に
、
妻
の
妹
で
あ
る
愛
子
が
留
守
宅
を
預
か
っ
て
い
る
状
態

だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
り
、
太
宰
は
自
分
も
疎
開
す
る
こ
と
に
は
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

四
月
二
日
に
帰
京
し
た
。

だ
が
、
帰
京
し
た
直
後
、
三
鷹
の
自
宅
あ
た
り
が
空
襲
に
あ
っ
た
。
田
中
英
光
が
た
ま
た
ま
泊
り
に
き

て
お
り
、
小
山
清
と
三
人
で
家
の
防
空
壕
に
避
難
し
た
。「
太
宰
、
小
山
氏
、
田
中
氏
、
三
人
の
大
男
が
、

小
さ
な
壕
で
死
と
紙
一
重
の
恐
怖
を
味
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
高
射
砲
の
音
に
さ
え
胸
の
高
鳴
っ
て
い
た

小
心
の
太
宰
な
ど
ほ
と
ん
ど
失
神
状
態
だ
っ
た
ろ
う
と
思
う
」（
津
島
美
知
子
前
掲
書
）。
そ
の
二
日
後
に

も
空
襲
が
あ
り
、
太
宰
と
小
山
は
吉
祥
寺
の
亀
井
勝
一
郎
宅
に
五
日
ほ
ど
身
を
寄
せ
た
の
ち
、
甲
府
へ
と

旅
立
っ
た
。
そ
れ
ま
で
東
京
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
た
他
の
文
学
者
た
ち
の
多
く
も
、
三
月
か
ら
四
月
に

か
け
て
次
々
に
疎
開
し
て
い
っ
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
二
月
に
「
汽
車
の
中
」
と
い
う
佳
作
を
発
表
し
て

い
た
上
林
暁
の
他
、
斎
藤
茂
吉
や
佐
藤
春
夫
も
い
た
。

戦
局
は
刻
々
と
悪
化
し
て
い
た
。
三
月
に
硫
黄
島
を
制
圧
し
た
米
軍
は
、
続
け
て
沖
縄
へ
進
み
、
そ
れ

か
ら
約
三
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
日
本
軍
と
激
し
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
と
な
る
。
戦
局
悪
化
の
責
任
を

取
り
、
四
月
七
日
に
小
磯
内
閣
が
総
辞
職
し
、
代
わ
っ
て
鈴
木
貫
太
郎
が
組
閣
を
行
な
っ
た
が
、
そ
れ
で

事
態
が
変
わ
る
わ
け
も
な
か
っ
た
。
四
月
末
に
は
イ
タ
リ
ア
で
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
銃
殺
さ
れ
、
ド
イ
ツ

で
も
ヒ
ト
ラ
ー
が
自
殺
し
、
日
本
の
国
際
的
な
孤
立
は
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。

甲
府
で
太
宰
は
、
近
く
の
甲
運
村
に
疎
開
し
て
い
た
井
伏
置
二
や
地
元
の
同
人
雑
誌
「
中
部
文
学
」
の

同
人
た
ち
と
交
流
す
る
な
ど
の
日
々
を
過
ご
し
な
が
ら
、『
お
伽
草
紙
』
の
執
筆
を
継
続
し
て
い
る
。
困
難

な
状
況
の
な
か
で
も
、
太
宰
の
創
作
意
欲
は
少
し
も
衰
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

太宰治と戦争1941-1945

【
代
表
作
】

▼
１
月

・
武
田
麟
太
郎
「
弥
生
さ
ん
」（「
文
藝
」）

・
上
田
廣
「
基
地
の
花
」（「
文
藝
春
秋
」）

・
太
宰
治
『
新
釈
諸
国
噺
』（
生
活
社
）

・
前
川
佐
美
雄
『
金
剛
』（
人
文
書
院
）

▼
２
月

・
中
野
重
治
「「
独
逸
日
記
」
に
つ
い
て
」（「
新

文
学
」）

・
上
林
暁
「
汽
車
の
中
」（「
大
逓
信
」）

・
中
野
重
治
「
し
げ
女
の
文
体
」（「
文
藝
」）

・
三
島
由
紀
夫
「
中
世
」（「
文
藝
世
紀
」）

・
大
木
淳
夫
『
雲
と
椰
子
』（
北
原
出
版
）

・
窪
田
空
穂
『
明
闇
』（
青
磁
社
）

・
吉
田
嘉
七
『
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
戦
詩
集
』（
毎

日
新
聞
社
）

▼
３
月

・
小
田
嶽
夫
「
祖
国
の
山
河
」（「
征
旗
」）

・
佐
藤
春
夫
「
バ
リ
島
」（「
文
藝
」）

▼
４
月

・
太
宰
治
「
竹
青
」（「
文
藝
」）

・
火
野
葦
平
「
島
」（「
文
藝
」）

・
斎
藤
茂
吉
『
文
学
直
路
』（
青
磁
社
）


